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組込みソフトウェア企業向けソリューションのノウハウを新市場に 

受託開発ソフトウェア企業用ソフト品質向上ツール市場に参入 

～アイルランドＰＲＧＬ社に出資し、新製品開発を支援！～ 

株式会社東陽テクニカ（本社：東京都中央区／社長：五味 勝）は、アイルランドProgramming 
Research Group Ltd.（以下、PRGL）に出資し、ソフトウェア受託開発企業向けソフトウェ

ア品質向上ツールの開発に参画することを決定いたしました。総額 250 万ポンド（約 4.2 億

円）を出資いたします。

【PRGLグループと東陽テクニカの関係】 
PRGL は1986 年にアイルランドのダブリンに設立され、現在は英国に本社を置く独立系のソフトウ 

ェア品質向上用ツール開発・販売会社“Programming Research Ltd.”（以下、PRL）等の持ち株会社

です。PRL が提供するソフトウェアのソースコード※1 チェックツールは、組込みソフトウェア※2開発

業界のデファクトスタンダードとして、世界中に広く浸透しております。

東陽テクニカでは、約20 年にわたりPRL 社の日本国内総代理店として、同社製品を販売してまい

りました。

【PRGLへの出資及び新製品開発への参画の狙い】 
東陽テクニカは、PRGL グループが参入を狙う受託開発ソフトウェア企業向けのソフトウェア品質

向上用ツール開発を促進すべく、PRGL に出資し、同社の新製品開発に参画します。受託開発ソフト

ウェア企業の売上高は、平成 24 年度で約 6.9 兆円と日本のソフトウェア開発市場において最も売上の

大きいカテゴリーであり、同年度の組込みソフトウェア企業の約 38 倍となっております※3。一方でこ

の市場では、システムエンジニア（SE）不足が深刻であり、その品質を維持するソリューションが必

要とされています。東陽テクニカでは、受託開発ソフトウェア企業向け市場に対しPRL の新しいソ

リューションを提供していくことで、日本の受託開発ソフトウェアの品質向上に貢献していく所存です。 

※1 プログラミング言語を用いて記述したコンピュータに作業をさせるための指示内容。 

※2 機器に組み込まれて機能を実現しているソフトウェア。 

※3 出典：平成25年情報通信業基本調査（経済産業省） 

本リリースに記載された情報は発表日現在のものです。 
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